
フォーラム２０22
「古典の日に関する法律」が公布・施行され、

10年を迎える記念事業を連日に亘り開催いたします。

古典の日に関する法律制定１０周年記念

■コロナウイルス感染対策
・入場前の検温、手指のアルコール消毒、
　マスク着用にご協力ください
・発熱、咳などの症状がある場合は、ご来場を
　お控え戴きますようお願い致します。

・受付時における混雑回避のため、指定の時間内にご来場いただくなど、
　入場規制を適宜させていただく場合がございます。
・今後の状況によっては、内容の変更や中止とさせて頂く
　場合がございます

事前申込制
入場無料
（多数抽選）

＊未就学児の入場はご遠慮ください
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〒600-8009 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地
京都経済センター３階　（公財）京都文化交流コンベンションビューロー
TEL：075-353-3060  
※月～金　9：00～17：00土日祝は除く
ＦＡＸ：075-353-3055

◆ホームページ https://hellokcb.or.jp/kotennohi/

■■お問合せ先

募集要項

◆ 当落通知については、10月初旬を予定しております。

  往復はがきからの応募 落選の方は返信はがきにて通知。当選の方は、「入場券」（返信はがき）にて通知。当日必ずご持参ください。
  Webからの応募 メールでご案内いたします。申込み時に、受付完了メールが届かない場合は、当落通知のメールが届かない
  場合がございますので、必ずご連絡ください。
◆次の場合は応募が無効となりますので、ご注意ください。
 ●Web、郵便往復はがき以外での応募 ●記入漏れ、記入不備 ●重複応募（Webとはがきの重複も含む）
 ●1通につき、3名以上の応募 ●応募締切日を過ぎたもの ●応募イベントが不明なもの

◆応募方法については、古典の日ホームページにも掲載しております。

郵便往復はがき記入例 記入例を参考に、必要事項を黒のボールペン等ではっきりとご記入ください。
（字が消せるタイプの筆記具はご使用にならないでください。）

往信用の表 返信用の裏 往信用の裏返信用の表

〒600-8009　　　 　　

　　　

〒□□□-□□□□

※抽選結果を印刷しますので、
　何も記入しないでください。

①応募イベント
　・①～③のいずれかを選択

②参加希望人数
　（2名まで）

③応募者の
　・氏名 ・ふりがな
　・郵便番号 ・住所
　・電話番号

※上記③を希望の場合、両日が
　同じ人数であること。
　人数が異なる場合は、1通ずつ
　お申込みください。
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往信
63円 63円

返信

Facebookにて
新着情報配信中！

古典の日

・ Ⅰ（10/31）とⅡ（11/1）を同時にお申込みが可能です。但し、2日間とも同じ人数のお申込みに
 限らせていただきます。人数が異なる場合は、1通ずつお申込みください。
 （例　Ⅰは 2名参加希望　Ⅱは 1名参加希望の場合、1通ずつお申込みください。）
・ 応募多数で抽選になった場合、両日お申込みの片方のみの当選になる可能性があります。
・ 下記のいずれかの番号を書いてご応募ください。

① Ⅰのみ参加希望　　② Ⅱのみ参加希望　　③ Ⅰ・Ⅱ両日参加希望

※1通につき 2名様まで応募可

古典の日推進委員会

京都劇場　JR京都駅・中央口改札を出てすぐ右側

京都タワー

塩小路通

5番出口

JR 中央口改札

新幹線 中央口

JR西口改札
近鉄 改札
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北
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お越しの方

京都駅

地下鉄 京都駅
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ジェイアール
京都伊勢丹
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バスターミナル

西第1
駐車場

西第2
駐車場

会場への
アクセス

募集締切　令和 4年8月19日（金）必着　応募方法　古典の日推進委員会ホームページもしくは郵便往復はがき

応募の注意

応募イベント

京都コンサートホール 京都市営地下鉄烏丸線 北山駅下車
1番または3番出口 南へ徒歩5分

北山通

北大路通

北大路
バスターミナル

北泉通

■洛北高校
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■京都府立大学
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10月31日（月） 11月1日（火）

web応募はこちらから



翻訳家・版画家・詩人。1959年アイルランド生まれ。アイルランド国立大学ユニバーシティ・カレッジ・ダ
ブリンを首席で卒業。米国で英文学の博士号を取得。プリンストン、コロンビア、オクスフォードの各大学
で客員研究員を務める。その後日本に移り、現在は相模女子大学客員教授・東京大学非常勤講師。
2008年に英訳『百人一首』を出版し、日米で翻訳賞を受賞。アーティストとして「西斎」の名で版画の
制作活動も行なっている。著書に『日本の古典を英語で読む』『英語で味わう万葉集』『松尾芭蕉を旅
する』など多数。朝日新聞「星の林に」、京都新聞「古典を楽しむ」を連載中。テレビ、ラジオにも出演。

ピーター・J・マクミラン（Peter MacMillan）

　中城若松という美少年が、首里王府にご奉公に行く途中、行き暮れて村はずれの一軒家に一夜の宿を乞います。女は親が
留守だと言って断りますが、男が若松だと名乗ると、若松に恋慕していた女の態度が一変して宿を貸します。若松は女に言い寄
られて身の危険を感じ、女を振り捨てて、末吉の寺に駆け込み、救いを求めます。
　座主は若松を鐘の中に隠し、小僧たちは寺内は女人禁制であることを言い付け、鐘の見張りを命じます。
　一方、女は若松を追って寺にやって来ました。座主は鐘の中から若松を連れ出して、かくまいます。女は鐘にまとわりつき、鬼女
に変身してしまいます。座主と小僧たちは、法力によって鬼女を説き伏せ、退散させてしまいます。

組踊  「 執 心 鐘 入 」　 あらすじ

講 演者プロフィー ル （敬称略）

※プログラムは予告なしに変更する場合がございます。

※プログラムは予告なしに変更する場合がございます

7月1日（金）～ 8月2日（火）の期間で作品募集を行い、一次・二次審査を通過した方の
朗読の公開最終審査会と表彰式です。今年のテーマは「人の心の種～和歌（やまとうた）～」です。

日　時
会  場
定  員
入場料

11月1日（火）13 時～ 16 時 15 分（受付 12 時）
京都コンサートホール アンサンブルホールムラタ
510 名 ＊一般・招待者　　　　　
無料（事前申込制）

日　時
会  場
定  員
入場料

10月31日（月）　14 時～ 17 時（受付 13 時）
京都劇場（京都駅ビル内）
940 名 ＊招待者・一般
無料（事前申込制・座席指定）

※新型コロナウィルスの状況により、入場者数を制限することがあります。

※新型コロナウィルスの状況により、入場者数を制限することがあります。

◆テーマ曲「古典の日燦讃」と「古典の日宣言」 
 演奏：大谷 祥子と六条院楽坊
 宣言：山原 優喜（第 13 回古典の日朗読コンテスト京都府知事賞受賞者）
◆重要無形文化財「組踊」特別鑑賞会

　 「琉球王朝の華 組踊」
 Ⅰ．琉球舞踊 「かぎやで風」（老人老女） 「若衆こてい節」（若衆踊）

　  「下リ口説」（二才踊） 「天川」（女踊）

 Ⅱ．組踊 「執心鐘入」

◆テーマ曲「古典の日燦讃」と「古典の日宣言」 
 演奏：大谷 祥子と六条院楽坊
 宣言：藤本 睦美（第 13 回古典の日朗読コンテスト【一般部門】大賞受賞者）

◆最終審査会出場者の朗読
 ●課題作品：【一般部門】【中学・高校生部門】共通　　『古今和歌集』、『平家物語』、『徒然草』　

◆講演「連想の帝国 ｜日本文学における連想の働き ｜」　　ピーター・J・マクミラン

◆審査発表及び表彰式 
 ●大　賞 ：【一般部門】【中学・高校生部門】各部門より１名

 ●特別賞 ：文部科学大臣賞、京都府知事賞、京都市長賞、宇治市長賞、京都商工会議所会頭賞
 　　　　　【一般部門】【中学・高校生部門】より各賞１名
 　　　　　京都府高等学校文化連盟会長賞　　【中学・高校生部門】の高校生より１名
 　　　　　古典の日推進委員会中学生奨励賞　 【中学・高校生部門】の中学生より１名

◆審査委員による審査講評

主催：古典の日推進委員会  　共催：京都府高等学校文化連盟
後援： 文化庁　公益社団法人全国高等学校文化連盟　京都府教育委員会　京都市教育委員会　

 宇治市教育委員会　京都新聞　NHK京都放送局
特別協賛：村田機械株式会社　協力：ジャポニスム振興会　株式会社サードウェーブ

主催：古典の日推進委員会　共催：文化庁　後援：京都新聞　NHK京都放送局
協力：一般社団法人伝統組踊保存会　沖縄県教育委員会

司会 : 星野 祐美子（フリーアナウンサー）

司会 : 星野 祐美子（フリーアナウンサー）

※各指定範囲を朗読　※二次審査の通過者がいない課題作品は、公開最終審査会で朗読されません。

プログラム

プログラム

古典の日フォーラム2022－Ⅰ 
＆ 琉球王朝の華 組踊

古典の日フォーラム2022－Ⅱ 
第１４回古典の日朗読コンテスト公開最終審査会

～古典の世界を読む・和歌～

しゅうしんかねいり

組踊とは
せりふ、歌、踊りを組み合わせた沖縄の伝統的な歌舞劇です。沖縄が琉球王国であった時代の1719年に中国皇帝の使者を歓待する
ために初演されました。以来、今日まで継承されています。組踊は、日本の能楽や歌舞伎なども取り入れて創作され、国指定重要無形
文化財とユネスコの無形文化遺産になっています。

くみうどぅい

琉球舞踊とは

琉球舞踊は、おおむね「古典舞踊」「雑踊（ぞうおどり）」「創作舞踊」に分類されます。
「古典舞踊」は、宮廷舞踊とも呼ばれ、琉球王朝時代に中国から使者（冊封使（さっぽうし））をもてなす舞台で踊られた御冠船踊（おか
んせんおどり）をきっかけに発展し、18世紀に大成しました。古典舞踊は「老人踊」「若衆踊」「二才踊」「女踊」の4種類に分けられます。
沖縄の歴史と伝統の中で洗練され受け継がれてきた琉球舞踊は高く評価され、琉球王国時代の古典舞踊から明治以降の雑踊を含
めて「琉球舞踊」という名称で、2009年に国の重要無形文化財に指定されました。


